
第７回アリーナ整備検討会議 次第 
 

日時：令和８年１月１６日（金）１５時００分～ 
場所：岡山市役所本庁舎 ３階 第三会議室 

 
 
１ 開  会 

 
 
２ あいさつ   座 長  大森 雅夫 
         副座長  松田 久 
         顧 問  田口 裕士 
 
 
３ 内  容  （１）アリーナ整備事業について（11 月補正予算） 

（２）今後のスケジュールについて 
（３）寄附募集について 

（４）その他 

 

４ 閉 会 
 

 
配付資料  資料１ アリーナ整備事業について 

（令和７年 11 月補正予算説明資料） 
資料２ アリーナ整備スケジュール（案）について 
資料３ アリーナ整備事業説明会チラシ 
資料４ アリーナ整備にかかる寄附の状況について 



アリーナ整備検討会議メンバー                 

 ※令和７年 11 月１日時点 

 

氏 名 所属及び役職名 摘要 

大森 雅夫 岡山市長 座長 

松田 久 岡山商工会議所 会頭 副座長 

田口 裕士 岡山市議会議長 顧問 

髙谷 昌宏 岡山商工会議所 副会頭  

服部 俊也 岡山商工会議所 副会頭／アリーナ等建設推進特別委員会 委員長  

髙橋 邦彰 岡山商工会議所 専務理事  

神崎 浩二 岡山県経済団体連絡協議会 事務局長  

野田 令 一般社団法人岡山経済同友会 常任幹事  

長澤 健一 株式会社日本政策投資銀行 岡山事務所所長   

岩田 修 岡山市スポーツ文化局長  

三村 聡 岡山大学名誉教授  

三浦 孝仁 IPU 環太平洋大学・体育学部長／IPU スポーツ科学センター長  

林 恒宏 岡山理科大学 経営学部経営学科教授  

松井 守 公益財団法人岡山県スポーツ協会 副会長兼専務理事  

髙田 さゆり 岡山シーガルズ（岡山シーガルズ株式会社 取締役）  

中島 聡 トライフープ岡山（株式会社ＴＲＹＨＯＯＰ 取締役）  

羽場 誠 岡山リベッツ（株式会社岡山リベッツ 代表取締役）  

北川 真也 ファジアーノ岡山（株式会社ﾌｧｼﾞｱｰﾉ岡山ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 代表取締役会長）  



○

野田 令
(岡山経済同友会常任幹事)

【代理出席】久山 裕士
(岡山経済同友会　専務理事・事務局長)

神崎 浩二
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○
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○

 三浦 孝仁
(IPU環太平洋大学・体育学部長/

IPUスポーツ科学センター長)

○

長澤 健一
(日本政策投資銀行岡山事務所所長)

岩田 修
(岡山市スポーツ文化局長)

中島 聡
(トライフープ岡山)

羽場 誠
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アリーナ整備事業について（令和７年１１月補正予算説明資料）

アリーナを整備する意義

補正予算概要

○各リーグ（※）の施設基準の見直しにより、このままでは岡山の地で地元トップチームが上位リーグでプレーできない
○アマチュアスポーツにおいても、既存会場の使用がひっ迫し、会場の確保に苦慮している

岡山の未来のため
進めるべき事業と判断

アリーナ整備関連事業の実施を決定し、発注の準備を進めるとともに、更なる寄附金の募集及び受入に向けた取組を行います。

①アリーナ整備事業

・測量、地質調査等委託料

・アリーナ整備に係る寄附金募集及び受入業務委託料

②国補公園緑地整備事業

・アリーナ計画地周辺環境整備のため、北長瀬未来ふれあい総合公園の駐車場進入路等を改修

③単独道路新設改良事業

・アリーナ計画地周辺環境整備のため、周辺道路を改修

（参考）

・アリーナ整備運営事業者選定等支援業務委託料

・スポーツ・文化振興基金への積立金

現状

整備により期待される効果

○トップチームが岡山の地でこれからもプレーを継続していくことができる
○アマチュアスポーツにおいても、交通至便性を生かした大規模大会の誘致ができる
○さらに、ライブ・コンサートやＭＩＣＥなど、これまでできなかった大規模なイベントの開催もできる

アリーナは、市内外に多くの経済効果をもたらすとともに

金額には表すことのできない心の豊かさや

岡山への愛着や誇りを生み出す

（※SVリーグ、Bリーグ）

資料１

２５０，０００千円

８０，０００千円【債務負担行為】

２４，５００千円【繰越明許費】

２７，５００千円

２６，８００千円【繰越明許費】

４８，０００千円【繰越明許費】 アリーナ整備事業関連歳出予算額

１２６，８００千円



アリーナ整備スケジュール（案）について

○アリーナ整備運営事業者選定等支援業務（Ｒ７年度〜Ｒ９年度）

資料２

○アリーナ整備スケジュール
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度

（2025年度） （2026年度） （2027年度） （2028年度） （2029年度） （2030年度） （2031年度） （2032年度） （2033年度）

事業者の募集・選定

設計

建設

開業準備

維持管理・運営

募集・選定（24か月）

設計 （24か月）

建設 （33か月）

開業準備

運営

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

議会 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

事業者募集選定業務 ◎

実施方針に関する条例 ★

選定委員会設置条例 ★

実施方針（案）作成
要求水準書（案）作成

●

債務負担行為 ★

特定事業の選定・公表 ●

公募書類作成

入札公告・事業者募集 ● ●

提案内容の審査 ●

契約締結 ★

令和7年度 令和8年度 令和9年度

公表

公表

契約

入札広告



資料３



アリーナ整備にかかる寄附の状況について

２８億５，８１０万円

法人への依頼状況

資料４

依頼結果 件数（社） 備考

内諾（寄附金額回答あり） 106 直接申出3社を含む

（うち、受入済（一部含）） （10）

前向き・検討中 223

不可 38

合計  367

●令和７年１２月１８日より寄附受入を開始
●令和８年１月２２日よりオンラインによる受付を開始予定
法人：「岡山市アリーナ整備寄附申出フォーム」
個人：「さとふるクラウドファンディング」

寄附の種類と申し込み方法

寄附見込額
（受入済含む）

※１ 本社とは、地方税法における「主たる事務所または事業所」を指す。
※２ 令和８年１月９日現在

法人/個人 所在地/住民票 寄附の種類 寄附の方法
寄附の受入状況※２

（令和７年１２月１８日～）

法人

本社が岡山市内※１ 通常の寄附
①岡山市アリーナ整備寄附申出フォームから申込

②寄附申出書を市へ提出

２，５００万円
（１０社）

本社が岡山市外※１
企業版ふるさと納税または
通常の寄附

個人

住民票が岡山市内

個人版ふるさと納税
（クラウドファンディング型）

①ふるさと納税サイト「さとふる」が運営する
「さとふるクラウドファンディング」から申込

②寄附申出書を市へ提出

１３７万円
（９人）

住民票が岡山市外

（令和８年１月９日現在）


